
建築CAD研修は、エイジェックの建設総合技術センターで実施しております。
操作に慣れる為の3日間コース(平日)、試験対策の2日間コース(土日)最大5日間の受講が可能です。
はじめの3日間は、操作・トレース(図面の写し方)を理解し、2日間で試験に向けて調整を行っていきます。
職場で実務に携わりながら資格取得をする人も少なくありません。受講する社員のほとんどが未経験です!
昨年、4月入社した新卒社員の中からも、合格者が数名出ています!

第113号 キャリア通信 ’24年5月号

◆ 建築CAD検定3級のご紹介 ◆

◆ 推奨資格合格者情報 ◆ ◆ 耳目之欲コーナー(知って得!) ◆
▼3月報告の推奨資格の合格者数をお知らせします!

★発行：能力開発＆訓練校事務局/東京都新宿区西新宿1-25-1新宿センタービル46階 /問合せ：https://agekke-challenge.com/contact/

合格者数推奨資格名職種

17名建築CAD検定 3級建設

1名1級 機械保全技能士（電気）

保全 26名2級 機械保全技能士（機械）

33名3級 機械保全技能士（電気）

3名3次元CAD利用技術者試験 2級
技術

1名建築物環境衛生管理技術者

22名3級 ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ技能士
事務
他 10名日商簿記検定試験 3級

他、合計 197名 の合格者のみなさん、
合格おめでとうございます!

資格を活かして頑張ってください!

▼ “健康経営について学ぶ”
今回は、“健康経営“について分かりやすく解説します。
健康経営とは、「従業員の健康促進」を経営目線から
戦略的に実施していく取り組みのことです。
なぜ、健康経営が企業から注目されているのでしょうか。
最大の理由は、少子高齢化による労働人口不足から労働
環境が悪化し、従業員の負担が増えているためです。

健康経営を取り入れることへのメリットは、
「高い投資効果があり、企業の業績UPにつながる」
例えば、生産性の向上

医療コストの削減やリクルート効果など。
一方でデメリットは、

・効果測定が難しい、
・社内体制を構築する時に従業員に負担をかけるなど。

人手不足が深刻化している日本において、従業員の健康
経営は今となっては切っても切れない関係になりつつあ
ります。生涯現役社会と言われる現在において会社任せ
ではなく誰もが自立し、⾧期にわたる社会参加ができる
よう日々自己研鑽し、レベルアップを図っていきましょ
う。

資格名: 建築CAD検定 3級 (建設:初級)
▼CAD検定とは、どんな資格?
CADに関する試験は色々ありますが、今回はその代表的な【 建築CAD検定 3級 】をご紹介します。
CADとは「Computer Aided Design」の略で、さまざまな設計や製図をサポートしてくれるソフトの総称です。
建築・土木・設備・製造など、幅広い分野の産業に導入されています。
エイジェックでは、初めての方でもCAD検定の資格取得に向け訓練を受講できる事がポイントです。

訓練は、どのように行なわれているの？

■訓練校（2回/月、全6回開催）
① 7/3（水） ～ 5 （金） ② 7/10（水） ～ 12（金）
①10/9（水） ～ 11  (金） ②10/16（水） ～ 18（金）
① 1/8（水） ～ 10（金） ② 1/15（水） ～ 17（金）

■試験対策CAD研修 (3回/月、土曜日、全3回開催） ■CAD検定試験日（2回/月、日曜日、全3回開催）
① 7/6、13、20（土） ① 7/14、 21（日）
②10/12、19、26 (土） ②10/20、 27（日）
③ 1/11、18、25（土） ③ 1/12、 19（日）

※記載スケジュールは東京校のみです。 ※受講形式は、対面のみです。
■問い合わせは、営業担当者へご連絡をお願い致します。

訓練 開催スケジュール

建築CAD検定3級の全国
平均合格率はおよそ
61.5％～78.9％

CADを使う業務に興味があ
る方は、第一歩として“チャ
レンジしやすい資格“です♪


